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2004年11月15日，福井市新保町にてクロモンシタバ
Ophiusa tirhaca Cramerのオスの個体が拾得されたので

報告する．

本種はヤガ科シタバ亜科に属し，分布はヨーロッパ

南部からアフリカ，インド～オーストラリア地域，南

太平洋地域に渡り広域である．日本でも本州近畿以南

で記録され（杉, 1954,1982），高知県では準絶滅危惧種
に位置づけられている（高知県文化環境部環境保全課,

2002）が，九州の彦山では少なくないとされる（杉,
1982）．杉（1954, 1982）によれば本州中部以北の記録
は稀であり過去の国内最北記録は栃木県宇都宮市とさ

れるが，1996年には群馬県嬬恋村での灯火採集記録が
ある（柴田, 1996）．福井県では初記録であり，緯度の
上ではこれらの最北記録に匹敵する．

福井市では近年，関東南部～紀伊半島・九州を産地

とするクロオキシタバなどが偶発的に採集されてお

り，台風や偏西風に乗った飛来の可能性が示唆されて

いる（下野谷, 2003）．今回採集された個体についても，
本種は福井市近隣に産地が無いことより，同様に迷虫

にあたると考えられる．

また，オスの個体は後翅の黒紋が細く，メスは幅広

いとされる（杉, 1982）．今回採集された個体は開張
74mmのオスであった．
なお末筆ながら，本個体を拾得し博物館に届けてく

ださった谷口たづこさんにお礼申し上げる．
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The first record of Ophiusa tirhaca (Noctuidae:

Catocalinae) in Fukui Prefecture
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Abstract

A male Ophiusa tirhaca Cramer (Noctuidae: Catocalinae) was
found in Fukui City on November 15, 2004, which is the first
record in Fukui Prefecture.  
This record is as the most northern record as in Utsunomiya
City, Tochigi Pref. in 1954 and in Tsumagoi Village, Gunma
Pref. in 1996. This species have been occasionally collected in
the the Kinki districts and southward in Japan and there would be
no habitat near Fukui City. Therefore, the individual seems to be
a strayer.
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